
試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。 Ⅰ・Ｂ

２
	 科目［ 国語，数学 ］	 　〔各100点

50分 〕
出題科目 ページ

解答できる科目
備　　考

総合情報学部 看護学部
国　　語 （２）～（26） ○ ○
数　　学 ２　～　５ ○ ○

◎「総合情報学部」および「看護学部」の受験者に共通する注意事項

＜注意事項＞

１　「国語」および「数学」の２科目のうち，いずれか１科目を選択し解答してください。

２　解答用紙に受験番号，氏名，フリガナを正しく記入してください。また，受験番号

のマーク欄にも必ずマークしてください。

３　解答用紙の解答科目欄には，選択する科目を必ずマークしてください。解答科目欄

が無マーク，または複数マークの場合，０点となります。

４　解答用紙の解答欄は，「国語」と「数学」とで異なっており，色分けして表記され

ています。解答科目欄にマークした後，矢印に沿って解答欄を確認してください。

５　解答には，必ず黒鉛筆（H，F，ＨＢに限る）およびプラスチック製消しゴムを使

用してください。

６　試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁や乱丁および解答用紙の汚れ等に気

付いた場合は，挙手の上，試験監督者に申し出てください。

７　問題冊子の余白等は適宜利用して良いですが，どのページも切り離さないでください。

８　不正行為に対しては厳正に対処します。不正行為に見えるような行為が見受けられ

た場合は，監督者が注意します。なお，不正行為を行った場合は，その時点で受験

を取りやめさせ退室させます。

９　試験終了後，この問題冊子は持ち帰ってください。

裏面（Ｂ面）にも注意事項がありますので，必ず読んでください。

Ａ面
2025

－　－1
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表面（Ａ面）にも注意事項がありますので，必ず読んでください。

Ｂ面

＜注意事項＞

解答用紙にマークする際は、下の記入例にならっておこなってください。

　　◆�「国語」については，設問ごとに解答番号（  １ ２ ３ 　…）

が示されているので，解答は下の＜記入例＞にならってそれに対応する解答番号

にマークします。

　〈記入例〉

設問１
問１

1 2 3 4 5 6 7 8 91

　　◆�「数学」については，問題文中の ア ， イ …などの 内の

カタカナの文字一つ一つには，それぞれ０～９の数字のいずれか一つが対応しま

す。したがって，解答は下の≪記入例≫にならって，あてはまる数字をア，イ，ウ

･･･で示された解答欄にマークしてください。

　　　�解答が分数になるときは，必ず既約分数で答えてください。約分可能な答えは不

正解とします。

　《記入例》

　　　　　　Ⅰ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0ア

(1)
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Ⅱ� 次の各問いに答えよ。

問１� �以下の２つの２次方程式①および②について，一方だけが実数解をもつと
きの定数�a�の値の範囲は

� � - ス �<�a�≦�- セ ， ソ �≦�a�<� タ チ �である。

� �  x2�-�（a�+�3）x�+�a�+�6�=�0�…①
� � 2x2�-�（a�+�2）x�+ a�+�8�=�0�…②

問２� �定員が２人，４人，５人の乗り物がそれぞれ１台ずつある。乗客８人をこ
れら３台の乗り物に分乗させる方法は，乗客それぞれを区別するとき�����
ツ テ ト ナ 通りである。ただし，定員以内であれば何人乗ってもよく（誰
も乗らない乗り物があってもよい），各人の乗り物内の位置は問題にしない。

問３� �２次方程式�2x2�+ 3ax�+ a�=�0�（ただし，aは負の定数とする）が２つの異
なる実数解をもち，その２つともが�- 3�<�x�<�1�の範囲にあるとき，

� � 定数�a�の値の範囲は�-
ニ

ヌ
�<�a�<� ネ �である。

問４� �円に内接する四角形ABCDについて，AB�=�6，BC�=�7，CD�=�2，DA�=�7
であるとき，四角形ABCDの面積は ノ ハ � ヒ �である。

数　　学

（解答番号 ア ～ レ ）

Ⅰ� 次の各問いに答えよ。

問１� x2�-�x�-�6�=�（x�+�ア）（x�-�イ）

問２� �２次関数�y�=�x2�-�6x�+�6�のグラフの頂点の座標は（ウ ,�-�エ）である。

問３� �１から16までの自然数を全体集合Uとする。Uの部分集合のうち，偶数の
集合をA，３の倍数の集合をB，４の倍数の集合をCとするとき，

� � （A∩B）∪Cの集合の要素の個数は�オ 個である。

問４� 不等式�｜3x�-�6｜<�2x�+�1�の解は， カ �<�x�<� キ �である。

問５�  大中小３個のサイコロを同時に投げたとき，出た目の和が５以下になる
場合は ク ケ 通りである。

問６ 4
7�+� 11

�+� 4
3�+� 7

�=�　 コ サ �-� シ

－　－2
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Ⅱ� 次の各問いに答えよ。

問１� �以下の２つの２次方程式①および②について，一方だけが実数解をもつと
きの定数�a�の値の範囲は
- ス �<�a�≦�- セ ， ソ �≦�a�<� タ チ �である。

x2�-�（a�+�3）x�+�a�+�6�=�0�…①
2x2�-�（a�+�2）x�+ a�+�8�=�0�…②

問２� �定員が２人，４人，５人の乗り物がそれぞれ１台ずつある。乗客８人をこ
れら３台の乗り物に分乗させる方法は，乗客それぞれを区別するとき�����
ツ テ ト ナ 通りである。ただし，定員以内であれば何人乗ってもよく（誰
も乗らない乗り物があってもよい），各人の乗り物内の位置は問題にしない。

問３� �２次方程式�2x2�+ 3ax�+ a�=�0�（ただし，aは負の定数とする）が２つの異
なる実数解をもち，その２つともが�- 3�<�x�<�1�の範囲にあるとき，

定数�a�の値の範囲は�-
ニ

ヌ
�<�a�<� ネ �である。

問４� �円に内接する四角形ABCDについて，AB�=�6，BC�=�7，CD�=�2，DA�=�7
であるとき，四角形ABCDの面積は ノ ハ � ヒ �である。

数　　学

（解答番号 ア ～ レ ）

Ⅰ 次の各問いに答えよ。

問１ x2�-�x�-�6�=�（x�+�ア）（x�-�イ）

問２� �２次関数�y�=�x2�-�6x�+�6�のグラフの頂点の座標は（ウ ,�-�エ）である。

問３� �１から16までの自然数を全体集合Uとする。Uの部分集合のうち，偶数の
集合をA，３の倍数の集合をB，４の倍数の集合をCとするとき，

� � （A∩B）∪Cの集合の要素の個数は�オ 個である。

問４� 不等式�｜3x�-�6｜<�2x�+�1�の解は， カ �<�x�<� キ �である。

問５� 大中小３個のサイコロを同時に投げたとき，出た目の和が５以下になる
場合は ク ケ 通りである。

問６ 4
7�+� 11

�+� 4
3�+� 7

�=�　 コ サ �-� シ
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Ⅳ ６人の生徒（A～F）が２つのゲーム（ゲームX，ゲームY）をそれぞれ
１回ずつ行った結果，以下の表のような得点になった。ただし，両ゲーム
とも得点は０以上20以下の整数である。以下の各問いに答えよ（小数の解
答欄は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入し，途中で割り切れた場
合もしくは整数の場合は指定された桁までは０を解答すること）。

生徒
ゲーム A B C D E F

ゲームX 16 14 8 4 11 19

ゲームY 16 a 8 4 b 19

問１ ゲームYの得点の中央値は12.5，分散は�25�であった。このとき�a�<�b�お
よび�b�≦�16�とすると，a�=� モ ヤ ，b＝� ユ ヨ である。

問２ ゲームYのaおよびbが問１の値のとき，ゲームXとゲームYの得点の相
関係数は�0. ラ リ である。

問３ 新たに生徒Gと生徒Hの２人がゲームXを行った。２人の得点はゲームX
におけるどの生徒の得点とも重複しなかったとすると，生徒８人全員の，
ゲームXの得点の中央値のとりうる値は ル レ 通りである。ただし，生
徒Gの得点は生徒Hの得点より低かったとする。

Ⅲ� �２次方程式�x2�-�（sinθ）x�+�k cos2θ�=�0�について（ k，θは定数），以下
の各問いに答えよ。
ただし，�0°<θ<�90°�とする。

問１� �θ＝ 30°のとき，この方程式の一つの解が�-� 32 �であった。このとき�k�の

値は�- フ である。

問２� �k�＝� 34 �のとき，この方程式が実数解をもつようなθの値の範囲は

ヘ ホ °�≦�θ�<� マ ミ °�である。

問３� �k�＝�- 4�のとき，この方程式が２以上の解をもつようなθの値の範囲は　
0°<θ≦� ム メ °�である。

－　－4
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Ⅳ� �６人の生徒（A～F）が２つのゲーム（ゲームX，ゲームY）をそれぞれ
１回ずつ行った結果，以下の表のような得点になった。ただし，両ゲーム
とも得点は０以上20以下の整数である。以下の各問いに答えよ（小数の解
答欄は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入し，途中で割り切れた場
合もしくは整数の場合は指定された桁までは０を解答すること）。

生徒
ゲーム A B C D E F

ゲームX 16 14 8 4 11 19

ゲームY 16 a 8 4 b 19

問１� �ゲームYの得点の中央値は12.5，分散は�25�であった。このとき�a�<�b�お
よび�b�≦�16�とすると，a�=� モ ヤ ，b＝� ユ ヨ である。

問２� �ゲームYのaおよびbが問１の値のとき，ゲームXとゲームYの得点の相
関係数は�0. ラ リ である。

問３� �新たに生徒Gと生徒Hの２人がゲームXを行った。２人の得点はゲームX
におけるどの生徒の得点とも重複しなかったとすると，生徒８人全員の，
ゲームXの得点の中央値のとりうる値は ル レ 通りである。ただし，生
徒Gの得点は生徒Hの得点より低かったとする。

Ⅲ ２次方程式�x2 -�（sinθ）x�+�k cos2θ�=�0�について（ k，θは定数），以下
の各問いに答えよ。

� � ただし，�0°<θ<�90°�とする。

問１� �θ＝ 30°のとき，この方程式の一つの解が�-� 32 �であった。このとき�k�の

値は�- フ である。

問２� �k�＝� 34 �のとき，この方程式が実数解をもつようなθの値の範囲は

� � ヘ ホ °�≦�θ�<� マ ミ °�である。

問３� �k�＝�- 4�のとき，この方程式が２以上の解をもつようなθの値の範囲は　
0°<θ≦� ム メ °�である。

�
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（
イ
）デ

ザ
イ
ン
に
は
「
設
計
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に（

注
）Ｕ

Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
、
こ
こ
ま
で
示
し
て
き
た
よ
う
な
複
雑

化
し
た
消
費
を
支
え
る
情
報
整
理
能
力
と
、
技
術
体
系
を
あ
る
程
度
理
解
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
設
計
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
写
真
撮
影
機
能
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
撮
影
だ
け
を
意
識
し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
だ
が
、
今
で
は
同
じ
デ
バ
イ
ス
上
で
電
話
も
す
れ
ば
音
楽
も
聴
く
。
さ
ら
に
は
編
集
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
友
人
と
の
ア
ル
バ
ム
の
共
有
と
い
っ
た
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
機
能
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
は
留と
ど

ま
ら
な
い
。

写
真
の
編
集
中
に
友
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
り
、
そ
の
ま
ま
友
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
動
画
の
閲
覧
を
始
め
た
り
と
、
常
に
体
験
が
素

早
く
切
り
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
体
験
設
計
の
難
易
度
が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
な
か
で
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
部
分
だ
け
に
関
わ
る
の
で
な
く
、
描
く
べ
き
体
験
全
体

を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
体
系
的
に
理
解
し
な
が
ら
設
計
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

デ
ー
タ
を
生
活
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
思
っ
た
以
上
に
根
の
深
い
問
題
が
数
多
く
眠
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
解
く
た
め
の
方
法
は
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
存
在
す
る
が
、
な
か
で
も
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
普
段
か
ら
習
慣
と
し
て
い
る
「
観
察
」
が
大
切
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
対
象
に
な
っ

て
い
る
デ
ー
タ
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
デ
ー
タ
が
生
み
出
さ
れ
る
状
況
や
、
想
定
さ
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
環
境
に

対
し
て
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
や
ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
を
積
み
重
ね
る
。

私
が
関
わ
っ
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
向
け
の
検
索
シ
ス
テ
ム
開
発
の
例
を
示
そ
う
。
二
〇
一
八
年
頃
、
人
工
知
能
を
用
い
た
チ
ャ
ッ
ト
検
索
シ

ス
テ
ム
を
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
向
け
に
開
発
し
て
い
た
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
は
主
に
ト
ラ
ブ
ル
で
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で

実
現
し
よ
う
と
し
た
機
能
は
Ｑ
Ａ
検
索
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、「
い
つ
も
と
音
が
違
っ
て
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
の
違
和
感
を
文
章
と
し
て
入
れ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
症
状
か
ら
似
た
よ
う
な
意
味
性
を
も
っ
た
結
果
を
表
示
し
て
く
れ
る
。

情
報
工
学
者
の
Ｒ
・
Ｓ
・
テ
イ
ラ
ー
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
情
報
要
求
は
①
直
感
的
要
求
、
②
意
識
さ
れ
た
要
求
、
③
形
式
化
さ
れ
た
要
求
、

④
調
整
済
み
の
要
求
、
の
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
分
類
に
従
え
ば
、
③
「
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
け
ど
す
ぐ
に
止
ま
る
」、
④
「ID

xxx

と
い
う
エ
ラ
ー
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、「
エ
ン
ジ
ン

止
ま
る
」「
エ
ラ
ー

ID
xxx

」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
す
れ

Ⅰ
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

　
集
積
さ
れ
た
大
量
の
デ
ー
タ
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
も
、
よ
り
高
度
で
複
雑
な
消
費
活
動
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
以
降
、
私
た
ち
の
生
活
が
デ
ー
タ
と
密
接
に
紐ひ
も

づ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
流
れ
は（
１
）ケ

ン
著
だ
。
た
と
え
ばT

ikT
ok

で
は
、
画
面
を
ス

ワ
イ
プ
し
て
次
の
動
画
に
切
り
替
え
る
と
、
閲
覧
す
る
人
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
内
容
が
何
も
し
な
く
て
も
次
々
と
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
人
工
知
能
に
よ
る
学
習
に
よ
っ
て
、
視
聴
者
ご
と
に
最
適
化
さ
れ
た
動
画
を
並
べ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
学
習
で

は
、
閲
覧
者
ご
と
に
各
動
画
の
再
生
時
間
や
再
生
完
了
率
、
複
数
回
再
生
数
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
用
い
て
、
そ
の
人
の
興
味
が
あ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
導
き
出
し
て
い
る
。
提
供
元
のByteD
ance

社
は
、
人
工
知
能
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
コ
メ
ン
ド
サ
ー
ビ
スT

outiao

を
通
じ
て
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
開
発
を
推
進
し
、
そ
こ
で
磨
か
れ
た
技
術
をT

ikT
ok

の
レ
コ
メ
ン
ド
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。

（
ア
）ひ

と
昔
前
ま
で
は
、
音
楽
を
聴
く
に
し
て
も
、
お
店
で
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
と
い
っ
た
物
理
メ
デ
ィ
ア
を
購
入
し
、
そ
こ
で
消
費
活
動
が
終
わ
っ

て
い
た
。
だ
が
、
い
ま
は
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
形
式
で
音
楽
を
聴
き
、
そ
の
楽
曲
と
関
連
す
る
グ
ッ
ズ
や
プ
ロ
ダ

ク
ト
な
ど
の
関
連
商
品
が
止
め
ど
な
く
レ
コ
メ
ン
ド
さ
れ
、
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
消
費
体
験
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
が
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
と
紐
づ
く
こ
と
で
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
消
費
が
完
結
す
る
世
界
に
あ
る
。

　
た
だ
し
、
デ
ー
タ
と
紐
づ
く
体
験
設
計
は
非
常
に
複
雑
な
情
報
整
理
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
圧
倒
的
に
わ
か
り
づ
ら
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
み
な
さ
ん
も
、
昨
日
ま
で
並
ん
で
い
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、
レ
コ
メ
ン
ド
の
更
新
に
よ
っ
て
、
今
日
開
い
た
ら
見
つ
け
ら

れ
な
い
、
と
い
っ
た
経
験
は
あ
る
だ
ろ
う
。
購
買
デ
ー
タ
を
扱
う
だ
け
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
、
サ
イ
ト
ご
と
に
異
な
る
Ｉ
Ｄ
を
発
行
さ

せ
ら
れ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｄ
の
紐
づ
け
が
必
要
に
な
っ
た
り
と
、
迷
路
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
を
よ
く
目
に
す

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
複
雑
な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
の
重
要
度
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
る
。
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（
イ
）デ

ザ
イ
ン
に
は
「
設
計
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に（

注
）Ｕ

Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
、
こ
こ
ま
で
示
し
て
き
た
よ
う
な
複
雑

化
し
た
消
費
を
支
え
る
情
報
整
理
能
力
と
、
技
術
体
系
を
あ
る
程
度
理
解
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
設
計
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
写
真
撮
影
機
能
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
撮
影
だ
け
を
意
識
し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
だ
が
、
今
で
は
同
じ
デ
バ
イ
ス
上
で
電
話
も
す
れ
ば
音
楽
も
聴
く
。
さ
ら
に
は
編
集
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
友
人
と
の
ア
ル
バ
ム
の
共
有
と
い
っ
た
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
機
能
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
は
留と
ど

ま
ら
な
い
。

写
真
の
編
集
中
に
友
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
り
、
そ
の
ま
ま
友
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
動
画
の
閲
覧
を
始
め
た
り
と
、
常
に
体
験
が
素

早
く
切
り
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
体
験
設
計
の
難
易
度
が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
な
か
で
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
部
分
だ
け
に
関
わ
る
の
で
な
く
、
描
く
べ
き
体
験
全
体

を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
体
系
的
に
理
解
し
な
が
ら
設
計
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

　
デ
ー
タ
を
生
活
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
思
っ
た
以
上
に
根
の
深
い
問
題
が
数
多
く
眠
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
解
く
た
め
の
方
法
は
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
存
在
す
る
が
、
な
か
で
も
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
普
段
か
ら
習
慣
と
し
て
い
る
「
観
察
」
が
大
切
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
対
象
に
な
っ

て
い
る
デ
ー
タ
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
デ
ー
タ
が
生
み
出
さ
れ
る
状
況
や
、
想
定
さ
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
環
境
に

対
し
て
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
や
ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
を
積
み
重
ね
る
。

　
私
が
関
わ
っ
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
向
け
の
検
索
シ
ス
テ
ム
開
発
の
例
を
示
そ
う
。
二
〇
一
八
年
頃
、
人
工
知
能
を
用
い
た
チ
ャ
ッ
ト
検
索
シ

ス
テ
ム
を
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
向
け
に
開
発
し
て
い
た
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
は
主
に
ト
ラ
ブ
ル
で
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で

実
現
し
よ
う
と
し
た
機
能
は
Ｑ
Ａ
検
索
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、「
い
つ
も
と
音
が
違
っ
て
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
の
違
和
感
を
文
章
と
し
て
入
れ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
症
状
か
ら
似
た
よ
う
な
意
味
性
を
も
っ
た
結
果
を
表
示
し
て
く
れ
る
。

　
情
報
工
学
者
の
Ｒ
・
Ｓ
・
テ
イ
ラ
ー
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
情
報
要
求
は
①
直
感
的
要
求
、
②
意
識
さ
れ
た
要
求
、
③
形
式
化
さ
れ
た
要
求
、

④
調
整
済
み
の
要
求
、
の
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
分
類
に
従
え
ば
、
③
「
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
け
ど
す
ぐ
に
止
ま
る
」、
④
「ID

xxx

と
い
う
エ
ラ
ー
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、「
エ
ン
ジ
ン
　
止
ま
る
」「
エ
ラ
ー
　ID

xxx

」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
す
れ

Ⅰ

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

集
積
さ
れ
た
大
量
の
デ
ー
タ
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
も
、
よ
り
高
度
で
複
雑
な
消
費
活
動
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
以
降
、
私
た
ち
の
生
活
が
デ
ー
タ
と
密
接
に
紐ひ
も

づ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
流
れ
は（
１
）ケ
ン
著
だ
。
た
と
え
ばT

ikT
ok

で
は
、
画
面
を
ス

ワ
イ
プ
し
て
次
の
動
画
に
切
り
替
え
る
と
、
閲
覧
す
る
人
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
内
容
が
何
も
し
な
く
て
も
次
々
と
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
人
工
知
能
に
よ
る
学
習
に
よ
っ
て
、
視
聴
者
ご
と
に
最
適
化
さ
れ
た
動
画
を
並
べ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
学
習
で

は
、
閲
覧
者
ご
と
に
各
動
画
の
再
生
時
間
や
再
生
完
了
率
、
複
数
回
再
生
数
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
用
い
て
、
そ
の
人
の
興
味
が
あ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
導
き
出
し
て
い
る
。
提
供
元
のByteD

ance

社
は
、
人
工
知
能
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
コ
メ
ン
ド
サ
ー
ビ
スT

outiao

を
通
じ
て
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
開
発
を
推
進
し
、
そ
こ
で
磨
か
れ
た
技
術
をT

ikT
ok

の
レ
コ
メ
ン
ド
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。

（
ア
）ひ

と
昔
前
ま
で
は
、
音
楽
を
聴
く
に
し
て
も
、
お
店
で
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
と
い
っ
た
物
理
メ
デ
ィ
ア
を
購
入
し
、
そ
こ
で
消
費
活
動
が
終
わ
っ

て
い
た
。
だ
が
、
い
ま
は
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
形
式
で
音
楽
を
聴
き
、
そ
の
楽
曲
と
関
連
す
る
グ
ッ
ズ
や
プ
ロ
ダ

ク
ト
な
ど
の
関
連
商
品
が
止
め
ど
な
く
レ
コ
メ
ン
ド
さ
れ
、
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
消
費
体
験
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
が
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
と
紐
づ
く
こ
と
で
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
消
費
が
完
結
す
る
世
界
に
あ
る
。

た
だ
し
、
デ
ー
タ
と
紐
づ
く
体
験
設
計
は
非
常
に
複
雑
な
情
報
整
理
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
圧
倒
的
に
わ
か
り
づ
ら
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
み
な
さ
ん
も
、
昨
日
ま
で
並
ん
で
い
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、
レ
コ
メ
ン
ド
の
更
新
に
よ
っ
て
、
今
日
開
い
た
ら
見
つ
け
ら

れ
な
い
、
と
い
っ
た
経
験
は
あ
る
だ
ろ
う
。
購
買
デ
ー
タ
を
扱
う
だ
け
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
、
サ
イ
ト
ご
と
に
異
な
る
Ｉ
Ｄ
を
発
行
さ

せ
ら
れ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｄ
の
紐
づ
け
が
必
要
に
な
っ
た
り
と
、
迷
路
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
を
よ
く
目
に
す

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
複
雑
な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
の
重
要
度
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
る
。
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け
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
デ
ー
タ
と
社
会
に
接
点
が
生
ま
れ
た
瞬
間
、
デ
ー
タ
は
専
門
家
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
な
る
。
本
当
に
シ
ン
プ
ル
な
グ
ラ
フ
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
デ
ー
タ
を
画
面
に
描
い
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
そ
こ
に
は
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の
だ
。
し
か
し
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
事
例
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
た
と
え
デ
ー
タ
か
ら
価
値
あ
る
結
果
が
生
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、「
慣
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ

た
シ
ン
プ
ル
か
つ
決
定
的
な
問
題
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
は
い
と
も
簡
単
に
「
資
源
」
か
ら
遠
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
人
々
に
デ
ー
タ
を
届
け
る
「
デ
ー
タ
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
専
門
家
に
よ
る
分
析
の
結

果
を
可
視
化
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
り
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
や
す
く
す
る
。
こ
れ
は
、

Ｙ

を
目
指
し
、
デ
ー

タ
を
人
に
近
づ
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
言
え
る
。

�

（
櫻
井
稔
『
デ
ー
タ
と
デ
ザ
イ
ン
　
人
と
デ
ー
タ
の
つ
な
ぎ
か
た
』
よ
り
）

（
注
）�

Ｕ
Ｉ
―
―U

ser�Interface

の
略
。
ユ
ー
ザ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り
す
る
際
の
接
続
面
。
一
般
に
、
Ｕ

Ｉ
が
優
れ
て
い
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
体
験
で
あ
る
Ｕ
Ｘ
（U

ser�Experience

）
の
質
も
高
く
な
る
と
さ

れ
る
。

※
問
題
作
成
上
の
都
合
で
、
原
文
の
一
部
に
手
を
加
え
て
あ
り
ま
す
。

ば
よ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
①
「
何
か
お
か
し
い
」
と
か
、
②
「
い
つ
も
と
音
が
違
う
」
と
い
っ
た
相
談
で
は
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を

選
ぶ
こ
と
自
体
が
難
し
い
。
前
者
は
Ａ
Ａ
（A

nsw
er�A

nsw
er

）
検
索
、
後
者
は
Ｑ
Ａ
（Q

uestion�A
nsw
er

）
検
索
と
呼
ば
れ
る
が
、
特

に
Ｑ
Ａ
検
索
の
場
合
は
人
工
知
能
が
力
を
発（
２
）キ

す
る
。

　
た
だ
、（

ウ
）そ

こ
で
問
題
が
発
生
し
た
。
オ
ペ
レ
ー
タ
が
Ｑ
Ａ
形
式
で
検
索
す
る
の
に
戸
惑
っ
た
り
、
検
索
に
使
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
結
果
に

入
っ
て
い
な
い
の
で
、
な
ぜ
そ
の
結
果
が
提
示
さ
れ
た
の
か
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
今
で
こ
そ
質
問
を
文
章
で
入
力
し
て
人
工
知
能
と

チ
ャ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
に
違
和
感
が
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
当
時
は
ま
だ
、
皆
がY

ahoo!

やGoogle

等
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
慣
れ
て
い

た
た
め
だ
。

　（
３
）ヒ

肉
な
も
の
で
、
い
く
ら
高
度
な
人
工
知
能
を
用
い
た
技
術
を
駆
使
し
て
正
し
い
結
果
を
出
し
て
も
、「
使
い
慣
れ
て
い
な
い
」
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
問
題
が
、
技
術
の
導
入
を
、
そ
し
て
「
資
源
」
と
し
て
の
デ
ー
タ
活
用
を
阻
ん
で
い
た
の
だ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
こ
う
い
っ
た
利

用
者
の
「
慣
れ
」
ま
で
含
め
て
体
験
全
体
を
設
計
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
人
と
デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
「

Ｘ

」

と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。

　
よ
り
多
く
の
人
々
が
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
誰
か
が
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
人
々
の
手
の
届
く
場
所
に
道
具
と
し
て
配
置
す
る
必

要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
使
う
道
具
で
あ
れ
ば
、
慣
れ
な
ど
は
関
係
な
い
と
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今

の
技
術
の
複
雑
性
と
移
り
変
わ
り
の
早
さ
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
も
頻
繁
に
変
化
す
る
た
め
、（

エ
）一

概
に
「
慣
れ
ろ
」
と
も
言
え
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
特
に
人
員
の
入
れ
替
わ
り
が
定
期
的
に
発
生
す
る
よ
う
な
現
場
で
は
、
教
育
コ
ス
ト
の
増
加
を
避
け
る
あ
ま
り
新
技
術
の

導
入
に
二
の
足
を
踏
み
、
レ
ガ
シ
ー
な
シ
ス
テ
ム
を
使
い
続
け
、
業
界
全
体
が
デ
ー
タ
の
恩
恵
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
う
い
っ
た
現
状
を（
４
）ダ

破
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
人
が
努
力
で
歩
み
寄
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
今
後
は
ツ
ー
ル
を
適
切
に
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
で
歩
み
寄
る
必
要
が
あ
る
。
常
に
人
々
の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
き
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
元
来
も
つ
観
察
眼
や
、
認
知
科
学
に
も

と
づ
く
情
報
整
理
能
力
、
感
性
領
域
か
ら
生
み
出
す
「
気
持
ち
よ
さ
」
と
い
っ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
フ
ル
に
活
用
し
、
デ
ー
タ
を
社
会
に
近
づ

国

　
　語
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け
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
デ
ー
タ
と
社
会
に
接
点
が
生
ま
れ
た
瞬
間
、
デ
ー
タ
は
専
門
家
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
な
る
。
本
当
に
シ
ン
プ
ル
な
グ
ラ
フ
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
デ
ー
タ
を
画
面
に
描
い
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
そ
こ
に
は
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の
だ
。
し
か
し
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
事
例
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
た
と
え
デ
ー
タ
か
ら
価
値
あ
る
結
果
が
生
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、「
慣
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ

た
シ
ン
プ
ル
か
つ
決
定
的
な
問
題
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
は
い
と
も
簡
単
に
「
資
源
」
か
ら
遠
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
人
々
に
デ
ー
タ
を
届
け
る
「
デ
ー
タ
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
専
門
家
に
よ
る
分
析
の
結

果
を
可
視
化
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
り
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
や
す
く
す
る
。
こ
れ
は
、

Ｙ

を
目
指
し
、
デ
ー

タ
を
人
に
近
づ
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
言
え
る
。

�

（
櫻
井
稔
『
デ
ー
タ
と
デ
ザ
イ
ン
　
人
と
デ
ー
タ
の
つ
な
ぎ
か
た
』
よ
り
）

（
注
）�

Ｕ
Ｉ
―
―U

ser�Interface

の
略
。
ユ
ー
ザ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り
す
る
際
の
接
続
面
。
一
般
に
、
Ｕ

Ｉ
が
優
れ
て
い
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
体
験
で
あ
る
Ｕ
Ｘ
（U

ser�Experience

）
の
質
も
高
く
な
る
と
さ

れ
る
。

※
問
題
作
成
上
の
都
合
で
、
原
文
の
一
部
に
手
を
加
え
て
あ
り
ま
す
。

ば
よ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
①
「
何
か
お
か
し
い
」
と
か
、
②
「
い
つ
も
と
音
が
違
う
」
と
い
っ
た
相
談
で
は
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を

選
ぶ
こ
と
自
体
が
難
し
い
。
前
者
は
Ａ
Ａ
（A

nsw
er�A

nsw
er

）
検
索
、
後
者
は
Ｑ
Ａ
（Q

uestion�A
nsw
er

）
検
索
と
呼
ば
れ
る
が
、
特

に
Ｑ
Ａ
検
索
の
場
合
は
人
工
知
能
が
力
を
発（
２
）キ
す
る
。

　
た
だ
、（

ウ
）そ

こ
で
問
題
が
発
生
し
た
。
オ
ペ
レ
ー
タ
が
Ｑ
Ａ
形
式
で
検
索
す
る
の
に
戸
惑
っ
た
り
、
検
索
に
使
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
結
果
に

入
っ
て
い
な
い
の
で
、
な
ぜ
そ
の
結
果
が
提
示
さ
れ
た
の
か
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
今
で
こ
そ
質
問
を
文
章
で
入
力
し
て
人
工
知
能
と

チ
ャ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
に
違
和
感
が
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
当
時
は
ま
だ
、
皆
がY

ahoo!

やGoogle

等
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
慣
れ
て
い

た
た
め
だ
。

　（
３
）ヒ

肉
な
も
の
で
、
い
く
ら
高
度
な
人
工
知
能
を
用
い
た
技
術
を
駆
使
し
て
正
し
い
結
果
を
出
し
て
も
、「
使
い
慣
れ
て
い
な
い
」
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
問
題
が
、
技
術
の
導
入
を
、
そ
し
て
「
資
源
」
と
し
て
の
デ
ー
タ
活
用
を
阻
ん
で
い
た
の
だ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
こ
う
い
っ
た
利

用
者
の
「
慣
れ
」
ま
で
含
め
て
体
験
全
体
を
設
計
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
人
と
デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
「

Ｘ

」

と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。

　
よ
り
多
く
の
人
々
が
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
誰
か
が
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
人
々
の
手
の
届
く
場
所
に
道
具
と
し
て
配
置
す
る
必

要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
使
う
道
具
で
あ
れ
ば
、
慣
れ
な
ど
は
関
係
な
い
と
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今

の
技
術
の
複
雑
性
と
移
り
変
わ
り
の
早
さ
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
も
頻
繁
に
変
化
す
る
た
め
、（

エ
）一

概
に
「
慣
れ
ろ
」
と
も
言
え
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
特
に
人
員
の
入
れ
替
わ
り
が
定
期
的
に
発
生
す
る
よ
う
な
現
場
で
は
、
教
育
コ
ス
ト
の
増
加
を
避
け
る
あ
ま
り
新
技
術
の

導
入
に
二
の
足
を
踏
み
、
レ
ガ
シ
ー
な
シ
ス
テ
ム
を
使
い
続
け
、
業
界
全
体
が
デ
ー
タ
の
恩
恵
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
う
い
っ
た
現
状
を（
４
）ダ
破
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
人
が
努
力
で
歩
み
寄
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
今
後
は
ツ
ー
ル
を
適
切
に
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
で
歩
み
寄
る
必
要
が
あ
る
。
常
に
人
々
の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
き
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
元
来
も
つ
観
察
眼
や
、
認
知
科
学
に
も

と
づ
く
情
報
整
理
能
力
、
感
性
領
域
か
ら
生
み
出
す
「
気
持
ち
よ
さ
」
と
い
っ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
フ
ル
に
活
用
し
、
デ
ー
タ
を
社
会
に
近
づ

国
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問
二 

　
傍
線
部
（
ア
）「
ひ
と
昔
前
ま
で
は
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
こ
こ
で
ひ
と
昔
前
の
状
況
に
言
及
し
た
の
は
ど
う
し
て
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

５①
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
は
現
代
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
あ
り
方
を
し
て
お
り
、
す
で
に
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
強
調
す
る
た
め
。

②
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
現
代
の
消
費
活

動
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る
た
め
。

③
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
の
問
題
点
を
挙
げ
た
上
で
、
同
じ
よ
う
な
問
題
が
、
現
代
の
消
費
活
動
に
も
存
在
し
続
け
て
い
る
こ

と
を
暗
に
指
摘
す
る
た
め
。

④
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
の
特
徴
を
、
例
を
挙
げ
て
指
摘
し
た
上
で
、
現
代
の
消
費
活
動
も
実
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と

を
印
象
づ
け
る
た
め
。

⑤
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
が
実
は
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ
と
の
対
比
か
ら
、
現
代
の
消
費
活
動
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
。

問
一
　
傍
線
部
（
１
）
〜
（
４
）
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

１

（
１
）
ケ
ン
著

①
　
ケ
ン
固
な
意
志
を
持
つ
　
　
　
②
　
大
気
ケ
ン
外
　
　
　
　
　
　
　
③
　
真
ケ
ン
に
取
り
組
む

④
　
高
位
ケ
ン
職
に
至
る
　
　
　
　
⑤
　
自
衛
隊
を
派
ケ
ン
す
る

２

（
２
）
発
キ

①
　
訴
え
を
キ
却
す
る
　
　
　
　
　
②
　
身
体
に
キ
害
を
及
ぼ
す
　
　
　
③
　
陣
頭
指
キ
を
執
る

④
　
キ
餓
に
苦
し
む
　
　
　
　
　
　
⑤
　
国
キ
を
掲
揚
す
る

３

（
３
）
ヒ
肉

①
　
情
報
源
を
ヒ
匿
す
る
　
　
　
　
②
　
自
分
を
ヒ
下
す
る
　
　
　
　
　
③
　
ヒ
沃
な
大
地

④
　
ヒ
子
植
物
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
ヒ
相
な
見
解

４

（
４
）
ダ
破

①
　
ダ
協
点
を
探
る
　
　
　
　
　
　
②
　
川
が
ダ
行
す
る
　
　
　
　
　
　
③
　
ダ
菓
子
を
買
う

④
　
相
手
の
弱
点
を
痛
ダ
す
る
　
　
⑤
　
怠
ダ
な
生
活
を
送
る

国

　
　語
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問
二 

　
傍
線
部
（
ア
）「
ひ
と
昔
前
ま
で
は
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
こ
こ
で
ひ
と
昔
前
の
状
況
に
言
及
し
た
の
は
ど
う
し
て
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

５①
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
は
現
代
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
あ
り
方
を
し
て
お
り
、
す
で
に
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
強
調
す
る
た
め
。

②
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
現
代
の
消
費
活

動
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る
た
め
。

③
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
の
問
題
点
を
挙
げ
た
上
で
、
同
じ
よ
う
な
問
題
が
、
現
代
の
消
費
活
動
に
も
存
在
し
続
け
て
い
る
こ

と
を
暗
に
指
摘
す
る
た
め
。

④
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
の
特
徴
を
、
例
を
挙
げ
て
指
摘
し
た
上
で
、
現
代
の
消
費
活
動
も
実
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と

を
印
象
づ
け
る
た
め
。

⑤
　
ひ
と
昔
前
の
消
費
活
動
が
実
は
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ
と
の
対
比
か
ら
、
現
代
の
消
費
活
動
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
。

問
一
　
傍
線
部
（
１
）
〜
（
４
）
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

１

（
１
）
ケ
ン
著

①
　
ケ
ン
固
な
意
志
を
持
つ
　
　
　
②
　
大
気
ケ
ン
外
　
　
　
　
　
　
　
③
　
真
ケ
ン
に
取
り
組
む

④
　
高
位
ケ
ン
職
に
至
る
　
　
　
　
⑤
　
自
衛
隊
を
派
ケ
ン
す
る

２

（
２
）
発
キ

①
　
訴
え
を
キ
却
す
る
　
　
　
　
　
②
　
身
体
に
キ
害
を
及
ぼ
す
　
　
　
③
　
陣
頭
指
キ
を
執
る

④
　
キ
餓
に
苦
し
む
　
　
　
　
　
　
⑤
　
国
キ
を
掲
揚
す
る

３

（
３
）
ヒ
肉

①
　
情
報
源
を
ヒ
匿
す
る
　
　
　
　
②
　
自
分
を
ヒ
下
す
る
　
　
　
　
　
③
　
ヒ
沃
な
大
地

④
　
ヒ
子
植
物
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
ヒ
相
な
見
解

４

（
４
）
ダ
破

①
　
ダ
協
点
を
探
る
　
　
　
　
　
　
②
　
川
が
ダ
行
す
る
　
　
　
　
　
　
③
　
ダ
菓
子
を
買
う

④
　
相
手
の
弱
点
を
痛
ダ
す
る
　
　
⑤
　
怠
ダ
な
生
活
を
送
る

国
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問
四 

　
傍
線
部
（
ウ
）「
そ
こ
で
問
題
が
発
生
し
た
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
た
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

７①
　
オ
ペ
レ
ー
タ
が
従
来
の
検
索
方
法
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
Ａ
Ａ
検
索
や
Ｑ
Ａ
検
索
と
い
っ
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
拒

否
す
る
と
い
う
問
題
。

②
　
オ
ペ
レ
ー
タ
に
、
人
工
知
能
を
用
い
た
新
し
い
検
索
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
も
、
結
局
は
む
だ
に
終
わ
る
と

い
う
問
題
。

③
　
オ
ペ
レ
ー
タ
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
業
務
内
容
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
は
自
分
の
仕
事
に
違
和
感
を
抱
く
よ
う

に
な
る
と
い
う
問
題
。

④
　
オ
ペ
レ
ー
タ
が
人
工
知
能
を
用
い
た
Ｑ
Ａ
検
索
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
問
題
。

⑤
　
オ
ペ
レ
ー
タ
の
専
門
性
が
低
い
た
め
に
、
Ｑ
Ａ
検
索
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
の
意
味
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら

な
い
と
い
う
問
題
。

問
三 

　
傍
線
部
（
イ
）「
デ
ザ
イ
ン
に
は
『
設
計
』
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
デ
ー
タ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

６①
　
デ
ー
タ
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
利
用
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
ツ
ー
ル
に
か
か
わ
る
体
験
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
、
デ

ザ
イ
ン
は
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

②
　
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
ツ
ー
ル
の
機
能
を
よ
く
「
観
察
」
し
、
そ
こ
に
存
在
す
る
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

③
　
ユ
ー
ザ
ー
の
「
慣
れ
」
を
一
種
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
デ
ー
タ
を
扱
う
ツ
ー
ル
の
Ｕ
Ｉ
が
最
も
適
切
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

デ
ザ
イ
ン
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

④
　
デ
ザ
イ
ン
と
は
ま
ず
、
専
門
的
な
見
地
に
も
と
づ
い
て
、
デ
ー
タ
の
情
報
と
し
て
の
客
観
性
と
正
確
さ
を
保
証
す
る
「
デ
ー

タ
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
　
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
や
ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
に
も
と
づ
き
、
誰
も
が
デ
ー
タ
を
十
分
に
活
用
で
き
る
、
シ
ン
プ
ル
な
ツ
ー
ル

の
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
べ
き
で
あ
る
。

国
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問
四 

　
傍
線
部
（
ウ
）「
そ
こ
で
問
題
が
発
生
し
た
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
た
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

７①
　
オ
ペ
レ
ー
タ
が
従
来
の
検
索
方
法
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
Ａ
Ａ
検
索
や
Ｑ
Ａ
検
索
と
い
っ
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
拒

否
す
る
と
い
う
問
題
。

②
　
オ
ペ
レ
ー
タ
に
、
人
工
知
能
を
用
い
た
新
し
い
検
索
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
も
、
結
局
は
む
だ
に
終
わ
る
と

い
う
問
題
。

③
　
オ
ペ
レ
ー
タ
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
業
務
内
容
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
は
自
分
の
仕
事
に
違
和
感
を
抱
く
よ
う

に
な
る
と
い
う
問
題
。

④
　
オ
ペ
レ
ー
タ
が
人
工
知
能
を
用
い
た
Ｑ
Ａ
検
索
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
問
題
。

⑤
　
オ
ペ
レ
ー
タ
の
専
門
性
が
低
い
た
め
に
、
Ｑ
Ａ
検
索
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
の
意
味
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら

な
い
と
い
う
問
題
。

問
三 

　
傍
線
部
（
イ
）「
デ
ザ
イ
ン
に
は
『
設
計
』
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
デ
ー
タ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

６①
　
デ
ー
タ
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
利
用
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
ツ
ー
ル
に
か
か
わ
る
体
験
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
、
デ

ザ
イ
ン
は
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

②
　
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
ツ
ー
ル
の
機
能
を
よ
く
「
観
察
」
し
、
そ
こ
に
存
在
す
る
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

③
　
ユ
ー
ザ
ー
の
「
慣
れ
」
を
一
種
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
デ
ー
タ
を
扱
う
ツ
ー
ル
の
Ｕ
Ｉ
が
最
も
適
切
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

デ
ザ
イ
ン
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

④
　
デ
ザ
イ
ン
と
は
ま
ず
、
専
門
的
な
見
地
に
も
と
づ
い
て
、
デ
ー
タ
の
情
報
と
し
て
の
客
観
性
と
正
確
さ
を
保
証
す
る
「
デ
ー

タ
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
　
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
や
ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
に
も
と
づ
き
、
誰
も
が
デ
ー
タ
を
十
分
に
活
用
で
き
る
、
シ
ン
プ
ル
な
ツ
ー
ル

の
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
べ
き
で
あ
る
。

国
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問
七 

　
空
欄

Ｙ

に
入
る
表
現
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

10①
　
デ
ー
タ
を
い
か
に
慣
れ
親
し
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
か

②
　
デ
ー
タ
と
デ
ザ
イ
ン
を
い
か
に
両
立
さ
せ
て
い
く
か

③
　
デ
ー
タ
を
い
か
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
社
会
に
還
元
す
る
か

④
　
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
か

⑤
　
デ
ー
タ
の
デ
ザ
イ
ン
を
い
か
に
高
付
加
価
値
化
す
る
か

問
五 

　
空
欄

Ｘ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

８①
　
視
聴
者

②
　
局
外
者

③
　
為
政
者

④
　
管
理
者

⑤
　
媒
介
者

問
六 

　
傍
線
部
（
エ
）「
一
概
に
『
慣
れ
ろ
』
と
も
言
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

９①
　
ま
ず
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
側
が
、
更
新
頻
度
の
高
い
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
。

②
　
誰
が
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
が
、
把
握
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
か
ら
。

③
　
専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
扱
う
ツ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
は
、
更
新
の
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
ら
。

④
　
離
職
率
の
高
い
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
、
旧
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
。

⑤
　
最
新
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
、
慣
れ
な
く
て
も
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

国
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問
七 

　
空
欄

Ｙ

に
入
る
表
現
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

10①
　
デ
ー
タ
を
い
か
に
慣
れ
親
し
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
か

②
　
デ
ー
タ
と
デ
ザ
イ
ン
を
い
か
に
両
立
さ
せ
て
い
く
か

③
　
デ
ー
タ
を
い
か
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
社
会
に
還
元
す
る
か

④
　
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
か

⑤
　
デ
ー
タ
の
デ
ザ
イ
ン
を
い
か
に
高
付
加
価
値
化
す
る
か

問
五 

　
空
欄

Ｘ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

８①
　
視
聴
者

②
　
局
外
者

③
　
為
政
者

④
　
管
理
者

⑤
　
媒
介
者

問
六 

　
傍
線
部
（
エ
）「
一
概
に
『
慣
れ
ろ
』
と
も
言
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

９①
　
ま
ず
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
側
が
、
更
新
頻
度
の
高
い
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
。

②
　
誰
が
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
が
、
把
握
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
か
ら
。

③
　
専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
扱
う
ツ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
は
、
更
新
の
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
ら
。

④
　
離
職
率
の
高
い
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
、
旧
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
。

⑤
　
最
新
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
、
慣
れ
な
く
て
も
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

国
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Ⅱ
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

　
人
は
言
葉
を
通
じ
て
他
者
と
つ
な
が
る
。
私
は
言
葉
を
使
っ
て
主
観
的
に
―
―
つ
ま
り
自
分
の
考
え
と
し
て
―
―
考
え
る
け
れ
ど
、
そ
の
言

葉
は
私
が
考
え
た
も
の
で
は
な
く
、
両
親
や
周
囲
の
人
び
と
な
ど
、
私
が
言
葉
を
知
る
以
前
に
す
で
に
言
葉
を
使
っ
て
い
た
人
び
と
か
ら
受
け

と
っ
た
も
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
人
び
と
も
ま
た
、
彼
ら
に
先
行
す
る
人
び
と
か
ら
そ
の
言
葉
を
受
け
と
っ
て
い
る
。
私
の
言
葉
は
ま
た
、

今
を
と
も
に
生
き
る
他
の
人
び
と
の
言
葉
か
ら
も
自
由
で
は
な
い
。
言
葉
を
通
じ
て
他
者
と
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
以
上
、
私
は
他
の
人
び
と
の

言
葉
と
無
関
係
に
自
分
自
身
の
言
葉
を
勝
手
に
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
言
葉
は
こ
の
点
に
お
い
て
共
同
主
観
的
で
あ
る
。
言
語
学
と
い

う
学
問
や
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
す
る
文
法
と
い
う
ル
ー
ル
（
＝
規
範
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
言
語
は
客
観
的
な
対
象
性
を
も
っ

て
い
る
。
言
語
と
は
、（

ア
）そ

れ
に
よ
っ
て
個
々
人
の
主
観
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
共
同
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
客
観
的
な
対
象
性

と
規
範
性
を
も
っ
て
、
人
び
と
の
言
語
活
動
や
、
言
葉
に
よ
る
つ
な
が
り
を
可
能
に
す
る
〈
社
会
的
な
も
の
〉
な
の
で
あ
る
。

　
だ
が
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
言
い
方
で
は
ま
だ
、
社
会
の
中
の
人
間
の
つ
な
が
り
と
言
語
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
に
言
い
表あ
ら

わ
し
た
と
は
言

え
な
い
。
右
の
よ
う
な
言
い
方
だ
と
、
言
語
は
人
の
主
観
を
表
現
し
、
そ
れ
を
他
者
に
伝
え
、
共
有
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
道
具
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
言
語
は
そ
の
よ
う
な
道
具
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　
私
や
あ
な
た
の
よ
う
な
個
人
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
の
集
合
体
と
し
て
社
会
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
社
会
が
あ
っ
て
そ
の
後
か
ら
私
や
あ

な
た
が
社
会
の
中
を
生
き
る
の
だ
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
私
や
あ
な
た
が
ま
ず
い
て
、
そ
の
私
や
あ
な
た
が
道
具
と
し
て
言
語
を
使
う
の
で

は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
ま
ず
言
語
が
あ
っ
て
、
私
や
あ
な
た
は
そ
の
言
語
の
中
に
住
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
今
あ
る
よ
う
な

私
や
あ
な
た
に
な
る
。
私
が
語
る
こ
と
や
考
え
る
こ
と
は
、
私
が
語
る
言
語
の
語
彙
や
、
そ
こ
に
内
在
す
る
世
界
像
に（
１
）セ
イ
約
さ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
奇
妙
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
が
言
葉
を
道
具
と
し
て
話
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、（

イ
）言

葉
が
私
た
ち
を
「
語
り
手
」

と
い
う
道
具
と
し
て
〝
話
さ
せ
て
い
る
〞
の
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

問
八
　
本
文
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

11①
　
い
く
ら
デ
ー
タ
か
ら
価
値
の
あ
る
情
報
を
得
る
こ
と
の
物
理
的
な
条
件
が
整
っ
た
と
し
て
も
、
利
用
者
の
情
報
処
理
能
力
が

低
け
れ
ば
、
情
報
が
適
切
に
利
用
さ
れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
正
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

②
　
集
積
さ
れ
た
大
量
の
デ
ー
タ
は
、
私
た
ち
の
消
費
活
動
に
役
立
つ
反
面
、
そ
こ
で
の
情
報
の
扱
い
を
わ
か
り
に
く
い
も
の
に

し
て
い
る
の
で
、
複
雑
な
情
報
を
い
か
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

③
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
、
写
真
を
撮
影
す
る
際
に
い
く
つ
も
の
煩
雑
な
操
作
が
同
時
に
求
め
ら
れ
る
の
で
、
Ｕ
Ｉ
と
Ｕ
Ｘ
を

高
め
る
た
め
に
は
、
俯
瞰
的
な
観
点
か
ら
体
験
の
全
体
を
設
計
す
る
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

④
　
デ
ー
タ
を
生
活
に
浸
透
さ
せ
、
社
会
に
お
い
て
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
利
用
者
の
能
力
や
慣
れ
を
高
め
る
教
育

を
普
及
さ
せ
る
と
同
時
に
、
ツ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
Ｕ
Ｉ
を
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑤
　
情
報
要
求
は
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
形
式
化
さ
れ
た
要
求
」
と
「
調
整
済
み
の
要
求
」
に
関
し

て
は
、
人
工
知
能
だ
け
で
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
人
間
が
そ
こ
に
介
在
す
る
必
要
は
特
に
な
い
。
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Ⅱ
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

　
人
は
言
葉
を
通
じ
て
他
者
と
つ
な
が
る
。
私
は
言
葉
を
使
っ
て
主
観
的
に
―
―
つ
ま
り
自
分
の
考
え
と
し
て
―
―
考
え
る
け
れ
ど
、
そ
の
言

葉
は
私
が
考
え
た
も
の
で
は
な
く
、
両
親
や
周
囲
の
人
び
と
な
ど
、
私
が
言
葉
を
知
る
以
前
に
す
で
に
言
葉
を
使
っ
て
い
た
人
び
と
か
ら
受
け

と
っ
た
も
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
人
び
と
も
ま
た
、
彼
ら
に
先
行
す
る
人
び
と
か
ら
そ
の
言
葉
を
受
け
と
っ
て
い
る
。
私
の
言
葉
は
ま
た
、

今
を
と
も
に
生
き
る
他
の
人
び
と
の
言
葉
か
ら
も
自
由
で
は
な
い
。
言
葉
を
通
じ
て
他
者
と
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
以
上
、
私
は
他
の
人
び
と
の

言
葉
と
無
関
係
に
自
分
自
身
の
言
葉
を
勝
手
に
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
言
葉
は
こ
の
点
に
お
い
て
共
同
主
観
的
で
あ
る
。
言
語
学
と
い

う
学
問
や
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
す
る
文
法
と
い
う
ル
ー
ル
（
＝
規
範
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
言
語
は
客
観
的
な
対
象
性
を
も
っ

て
い
る
。
言
語
と
は
、（

ア
）そ

れ
に
よ
っ
て
個
々
人
の
主
観
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
共
同
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
客
観
的
な
対
象
性

と
規
範
性
を
も
っ
て
、
人
び
と
の
言
語
活
動
や
、
言
葉
に
よ
る
つ
な
が
り
を
可
能
に
す
る
〈
社
会
的
な
も
の
〉
な
の
で
あ
る
。

　
だ
が
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
言
い
方
で
は
ま
だ
、
社
会
の
中
の
人
間
の
つ
な
が
り
と
言
語
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
に
言
い
表あ
ら

わ
し
た
と
は
言

え
な
い
。
右
の
よ
う
な
言
い
方
だ
と
、
言
語
は
人
の
主
観
を
表
現
し
、
そ
れ
を
他
者
に
伝
え
、
共
有
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
道
具
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
言
語
は
そ
の
よ
う
な
道
具
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　
私
や
あ
な
た
の
よ
う
な
個
人
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
の
集
合
体
と
し
て
社
会
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
社
会
が
あ
っ
て
そ
の
後
か
ら
私
や
あ

な
た
が
社
会
の
中
を
生
き
る
の
だ
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
私
や
あ
な
た
が
ま
ず
い
て
、
そ
の
私
や
あ
な
た
が
道
具
と
し
て
言
語
を
使
う
の
で

は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
ま
ず
言
語
が
あ
っ
て
、
私
や
あ
な
た
は
そ
の
言
語
の
中
に
住
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
今
あ
る
よ
う
な

私
や
あ
な
た
に
な
る
。
私
が
語
る
こ
と
や
考
え
る
こ
と
は
、
私
が
語
る
言
語
の
語
彙
や
、
そ
こ
に
内
在
す
る
世
界
像
に（
１
）セ

イ
約
さ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
奇
妙
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
が
言
葉
を
道
具
と
し
て
話
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、（

イ
）言

葉
が
私
た
ち
を
「
語
り
手
」

と
い
う
道
具
と
し
て
〝
話
さ
せ
て
い
る
〞
の
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

問
八
　
本
文
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

11①
　
い
く
ら
デ
ー
タ
か
ら
価
値
の
あ
る
情
報
を
得
る
こ
と
の
物
理
的
な
条
件
が
整
っ
た
と
し
て
も
、
利
用
者
の
情
報
処
理
能
力
が

低
け
れ
ば
、
情
報
が
適
切
に
利
用
さ
れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
正
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

②
　
集
積
さ
れ
た
大
量
の
デ
ー
タ
は
、
私
た
ち
の
消
費
活
動
に
役
立
つ
反
面
、
そ
こ
で
の
情
報
の
扱
い
を
わ
か
り
に
く
い
も
の
に

し
て
い
る
の
で
、
複
雑
な
情
報
を
い
か
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

③
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
、
写
真
を
撮
影
す
る
際
に
い
く
つ
も
の
煩
雑
な
操
作
が
同
時
に
求
め
ら
れ
る
の
で
、
Ｕ
Ｉ
と
Ｕ
Ｘ
を

高
め
る
た
め
に
は
、
俯
瞰
的
な
観
点
か
ら
体
験
の
全
体
を
設
計
す
る
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

④
　
デ
ー
タ
を
生
活
に
浸
透
さ
せ
、
社
会
に
お
い
て
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
利
用
者
の
能
力
や
慣
れ
を
高
め
る
教
育

を
普
及
さ
せ
る
と
同
時
に
、
ツ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
Ｕ
Ｉ
を
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑤
　
情
報
要
求
は
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
形
式
化
さ
れ
た
要
求
」
と
「
調
整
済
み
の
要
求
」
に
関
し

て
は
、
人
工
知
能
だ
け
で
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
人
間
が
そ
こ
に
介
在
す
る
必
要
は
特
に
な
い
。
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そ
も
そ
も
民
衆
の
間
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
歌
は
、
特
定
の
誰
か
に
帰
属
す
る
言
葉
で
は
な
く
、
そ
の
歌
を
う
た
い
継
い
で
き
た
人
び
と
の
集

団
に
帰
属
す
る
言
葉
で
あ
る
。【
ｄ
】
こ
の
こ
と
は
、
多
く
の
人
び
と
に
聴
か
れ
、
口
ず
さ
ま
れ
る
今
日
の
流
行
歌
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
な

る
ほ
ど
、
現
代
の
流
行
歌
に
は
作
詞
者
や
作
曲
者
、
特
定
の
歌
い
手
が
あ
り
、
か
れ
ら
の
権
利
は
著
作
権
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
は
現
代
の
歌
は
法
権
利
上
、
作
詞
者
と
作
曲
者
と
歌
い
手
の
も
の
だ
と
言
え
る
。
だ
が
し
か
し
、
そ
の
歌
が
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
〝
私

の
歌
〞
や
〝
私
た
ち
の
歌
〞
と
し
て
聴
か
れ
、
う
た
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
歌
の
言
葉
は
、
法
権
利
上
は
と
も
か
く
歌
を
う
た
う
営
み
に
お
い
て

は
、
そ
れ
を
聴
き
、
う
た
う
個
々
の
人
び
と
の
、
そ
し
て
彼
ら
の
あ
つ
ま
り
と
し
て
の
大
衆
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
歌
を
う
た
い
、
共

有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
人
は
、（

ウ
）共

時
的
な
、
そ
し
て
通
時
的
な
広
が
り
の
中
で
他
の
人
び
と
と
と
も
に
あ
る
関
係
を
生
き
る
の
だ
。

　
き
わ
め
て
個
人
的
な
気
持
ち
や
思
い
を
う
た
う
歌
が
、
多
く
の
人
の
心
を
捉
え
、
口
ず
さ
ま
れ
る
も
の
に
も
な
り
う
る
。
そ
し
て
ま
た
、
私

を
超
え
た
「
我
わ
れ
」
の
言
葉
と
し
て
の
歌
の
言
葉
が
、
私
の
口
を
通
じ
て
「
我
わ
れ
の
歌
」
と
し
て
う
た
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。【
ｅ
】
だ

か
ら
こ
そ
、
あ
る
歌
を
と
も
に
う
た
わ
さ
れ
る
こ
と
が
、
私
の
意
に
染
ま
な
い
「
我
わ
れ
」
へ
と
私
た
ち
を
動
員
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

　
歌
の
言
葉
は
私
た
ち
の
外
側
に
あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
内
側
に
あ
る
。
そ
れ
は
他
人
が
作
っ
た
言
葉
と
し
て
私
た
ち
の
外
側
か
ら
や
っ

て
き
て
、
私
た
ち
の
中
に
入
り
込
み
、
私
た
ち
の
心
情
と
共
鳴
し
、
私
た
ち
の
言
葉
と
し
て
う
た
わ
れ
る
。

　
私
が
歌
の
作
り
手
で
、
私
自
身
が
作
っ
た
歌
を
う
た
う
場
合
で
も
、
こ
の
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
自
分
の
歌
を
作
る
そ
の

言
葉
は
、
私
が

Ｄ

で
作
り
出
し
た
言
葉
で
は
な
く
、
か
つ
て
私
が
そ
の
中
に
赤
ん
坊
と
し
て
産
み
落
と
さ
れ
、

Ｅ

た
ち

が
話
す
の
を
聞
い
て
覚
え
、
習
得
し
て
い
っ
た
「
他
者
の
言
葉
」
で
あ
る
か
ら
だ
。
私
が
作
る
歌
の
言
葉
は
、
か
つ
て
私
が
聞
い
た
言
葉
の
群

れ
か
ら
選
び
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
聴
き
手
の
中
で
、
聴
き
手
が
か
つ
て
聞
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
の
群
れ
と
共
振
し
、
共
鳴
す
る
言

葉
と
し
て
聴
か
れ
る
だ
ろ
う
。
個
々
の
歌
は
、
そ
の
歌
が
作
ら
れ
る
言
語
の
大
海
の
中
に（
３
）ウ

か
ん
だ
島
、
あ
る
い
は
共
時
的
、
通
時
的
に
広
が

る
「
私
た
ち
の
言
葉
」
の
大
地
の
上
に
芽
生
え
、
花
開
い
た
草
木
の
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
し
て
歌
を
う
た
い
、
ま
た
聴
く
人
び
と
も
、
そ
う
し

　
も
う
少
し
具
体
的
に
考
え
る
た
め
に
、
こ
こ
で
「
歌
」
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
歌
を
う
た
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
社
会
で
見
出い
だ

さ
れ
る
。
喜
び
や
悲
し
み
、
怒
り
や
絶
望
、
労
働
の
楽
し
さ
や（
２
）ツ
ラ
さ
、
祈
り
や

希
望
、
美
し
い
風
景
や
忘
れ
え
ぬ
出
来
事
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
や
出
来
事
を
、
人
間
の
社
会
は
言
葉
を
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
た
「
歌
」

と
い
う
形
で
表
現
し
、
う
た
い
、
伝
承
し
て
き
た
。【
ａ
】
人
が
歌
を
う
た
う
と
き
、
そ
こ
で
う
た
っ
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
？
　
歌
の
言
葉

は
い
っ
た
い
誰
の
言
葉
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
歌
の
言
葉
は
誰
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？

　
歌
を
作
っ
た
人
の
も
の
だ
ろ
う
か
？

　
多
く
の
場
合
私
た
ち
は
、
自
分
で
作
っ
た
の
で
は
な
く
他
人
の
手
に
な
る
歌
を
う
た
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
そ
う
し

た
歌
を
、

Ａ

の
心
情
を
表
現
す
る

Ｂ

自
身
の
言
葉
の
よ
う
に
、
文
字
通
り
〝
私
の
歌
〞
と
し
て
う
た
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
言
葉
が
私
の
現
在
の
状
況
や
心
情
と
重
な
り
あ
う
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
歌
を
う
た
う
こ
と
で
そ
う
し
た
状
況
や
心
情

を
ま
さ
に
我
が
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
、
う
た
う
こ
と
も
あ
る
。
自
分
自
身
で
う
た
わ
な
く
と
も
、
誰
か
が
う
た
う
歌
を
、
ま
さ
に
私
の
気
持
ち

を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
聴
き
、
と
き
に
涙
す
る
こ
と
も
あ
る
。

Ｃ

の
中
で
言
葉
に
な
ら
ず
、
形
を
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
感
情
が
、
あ
る
歌
の
中
に
見
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
独
り
で
は
な
く
複
数
の
人
間
と
と
も
に
同
じ
歌
を
う
た
い
、
あ
る
い
は
聴
く

と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ま
で
見
も
知
ら
ぬ
他
人
で
あ
っ
た
人
び
と
と
の
間
で
、
同
じ
歌
の
言
葉
が
「
私
た
ち
の
言
葉
」

で
あ
る
か
の
よ
う
に
響
く
こ
と
も
あ
る
。【
ｂ
】
こ
う
し
た
と
き
、
歌
の
言
葉
は
他
人
の
言
葉
で
あ
る
と
同
時
に
私
の
言
葉
や
私
た
ち
の
言
葉

と
し
て
、
と
き
に
私
自
身
が
自
ら
発
す
る
言
葉
よ
り
も
は
る
か
に
私
の
心
と
共
鳴
し
、
自
他
の
間
を
流
れ
、
結
ぶ
も
の
と
し
て
う
た
わ
れ
、
聴

か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
優
れ
た
歌
い
手
と
は
、
他
人
の
言
葉
を
我
が
言
葉
と
し
て
う
た
い
、
聴
く
者
に
も
そ
の
歌
を
、
ま
さ
に
我
が
歌
と
し
て
聴
か
せ
る
こ
と
が
で

き
る
者
の
こ
と
だ
ろ
う
。【
ｃ
】
そ
の
と
き
、
う
た
っ
て
い
る
の
は
そ
の
歌
い
手
な
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
と
も
歌
が
、
歌
い
手
の
口
を
借
り

て
う
た
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
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そ
も
そ
も
民
衆
の
間
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
歌
は
、
特
定
の
誰
か
に
帰
属
す
る
言
葉
で
は
な
く
、
そ
の
歌
を
う
た
い
継
い
で
き
た
人
び
と
の
集

団
に
帰
属
す
る
言
葉
で
あ
る
。【
ｄ
】
こ
の
こ
と
は
、
多
く
の
人
び
と
に
聴
か
れ
、
口
ず
さ
ま
れ
る
今
日
の
流
行
歌
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
な

る
ほ
ど
、
現
代
の
流
行
歌
に
は
作
詞
者
や
作
曲
者
、
特
定
の
歌
い
手
が
あ
り
、
か
れ
ら
の
権
利
は
著
作
権
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
は
現
代
の
歌
は
法
権
利
上
、
作
詞
者
と
作
曲
者
と
歌
い
手
の
も
の
だ
と
言
え
る
。
だ
が
し
か
し
、
そ
の
歌
が
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
〝
私

の
歌
〞
や
〝
私
た
ち
の
歌
〞
と
し
て
聴
か
れ
、
う
た
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
歌
の
言
葉
は
、
法
権
利
上
は
と
も
か
く
歌
を
う
た
う
営
み
に
お
い
て

は
、
そ
れ
を
聴
き
、
う
た
う
個
々
の
人
び
と
の
、
そ
し
て
彼
ら
の
あ
つ
ま
り
と
し
て
の
大
衆
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
歌
を
う
た
い
、
共

有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
人
は
、（

ウ
）共

時
的
な
、
そ
し
て
通
時
的
な
広
が
り
の
中
で
他
の
人
び
と
と
と
も
に
あ
る
関
係
を
生
き
る
の
だ
。

　
き
わ
め
て
個
人
的
な
気
持
ち
や
思
い
を
う
た
う
歌
が
、
多
く
の
人
の
心
を
捉
え
、
口
ず
さ
ま
れ
る
も
の
に
も
な
り
う
る
。
そ
し
て
ま
た
、
私

を
超
え
た
「
我
わ
れ
」
の
言
葉
と
し
て
の
歌
の
言
葉
が
、
私
の
口
を
通
じ
て
「
我
わ
れ
の
歌
」
と
し
て
う
た
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。【
ｅ
】
だ

か
ら
こ
そ
、
あ
る
歌
を
と
も
に
う
た
わ
さ
れ
る
こ
と
が
、
私
の
意
に
染
ま
な
い
「
我
わ
れ
」
へ
と
私
た
ち
を
動
員
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

　
歌
の
言
葉
は
私
た
ち
の
外
側
に
あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
内
側
に
あ
る
。
そ
れ
は
他
人
が
作
っ
た
言
葉
と
し
て
私
た
ち
の
外
側
か
ら
や
っ

て
き
て
、
私
た
ち
の
中
に
入
り
込
み
、
私
た
ち
の
心
情
と
共
鳴
し
、
私
た
ち
の
言
葉
と
し
て
う
た
わ
れ
る
。

　
私
が
歌
の
作
り
手
で
、
私
自
身
が
作
っ
た
歌
を
う
た
う
場
合
で
も
、
こ
の
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
自
分
の
歌
を
作
る
そ
の

言
葉
は
、
私
が

Ｄ

で
作
り
出
し
た
言
葉
で
は
な
く
、
か
つ
て
私
が
そ
の
中
に
赤
ん
坊
と
し
て
産
み
落
と
さ
れ
、

Ｅ

た
ち

が
話
す
の
を
聞
い
て
覚
え
、
習
得
し
て
い
っ
た
「
他
者
の
言
葉
」
で
あ
る
か
ら
だ
。
私
が
作
る
歌
の
言
葉
は
、
か
つ
て
私
が
聞
い
た
言
葉
の
群

れ
か
ら
選
び
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
聴
き
手
の
中
で
、
聴
き
手
が
か
つ
て
聞
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
の
群
れ
と
共
振
し
、
共
鳴
す
る
言

葉
と
し
て
聴
か
れ
る
だ
ろ
う
。
個
々
の
歌
は
、
そ
の
歌
が
作
ら
れ
る
言
語
の
大
海
の
中
に（
３
）ウ

か
ん
だ
島
、
あ
る
い
は
共
時
的
、
通
時
的
に
広
が

る
「
私
た
ち
の
言
葉
」
の
大
地
の
上
に
芽
生
え
、
花
開
い
た
草
木
の
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
し
て
歌
を
う
た
い
、
ま
た
聴
く
人
び
と
も
、
そ
う
し

　
も
う
少
し
具
体
的
に
考
え
る
た
め
に
、
こ
こ
で
「
歌
」
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
歌
を
う
た
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
社
会
で
見
出い

だ

さ
れ
る
。
喜
び
や
悲
し
み
、
怒
り
や
絶
望
、
労
働
の
楽
し
さ
や（
２
）ツ
ラ
さ
、
祈
り
や

希
望
、
美
し
い
風
景
や
忘
れ
え
ぬ
出
来
事
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
や
出
来
事
を
、
人
間
の
社
会
は
言
葉
を
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
た
「
歌
」

と
い
う
形
で
表
現
し
、
う
た
い
、
伝
承
し
て
き
た
。【
ａ
】
人
が
歌
を
う
た
う
と
き
、
そ
こ
で
う
た
っ
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
？
　
歌
の
言
葉

は
い
っ
た
い
誰
の
言
葉
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
歌
の
言
葉
は
誰
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？

　
歌
を
作
っ
た
人
の
も
の
だ
ろ
う
か
？

　
多
く
の
場
合
私
た
ち
は
、
自
分
で
作
っ
た
の
で
は
な
く
他
人
の
手
に
な
る
歌
を
う
た
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
そ
う
し

た
歌
を
、

Ａ

の
心
情
を
表
現
す
る

Ｂ

自
身
の
言
葉
の
よ
う
に
、
文
字
通
り
〝
私
の
歌
〞
と
し
て
う
た
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
言
葉
が
私
の
現
在
の
状
況
や
心
情
と
重
な
り
あ
う
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
歌
を
う
た
う
こ
と
で
そ
う
し
た
状
況
や
心
情

を
ま
さ
に
我
が
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
、
う
た
う
こ
と
も
あ
る
。
自
分
自
身
で
う
た
わ
な
く
と
も
、
誰
か
が
う
た
う
歌
を
、
ま
さ
に
私
の
気
持
ち

を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
聴
き
、
と
き
に
涙
す
る
こ
と
も
あ
る
。

Ｃ

の
中
で
言
葉
に
な
ら
ず
、
形
を
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
感
情
が
、
あ
る
歌
の
中
に
見
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
独
り
で
は
な
く
複
数
の
人
間
と
と
も
に
同
じ
歌
を
う
た
い
、
あ
る
い
は
聴
く

と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ま
で
見
も
知
ら
ぬ
他
人
で
あ
っ
た
人
び
と
と
の
間
で
、
同
じ
歌
の
言
葉
が
「
私
た
ち
の
言
葉
」

で
あ
る
か
の
よ
う
に
響
く
こ
と
も
あ
る
。【
ｂ
】
こ
う
し
た
と
き
、
歌
の
言
葉
は
他
人
の
言
葉
で
あ
る
と
同
時
に
私
の
言
葉
や
私
た
ち
の
言
葉

と
し
て
、
と
き
に
私
自
身
が
自
ら
発
す
る
言
葉
よ
り
も
は
る
か
に
私
の
心
と
共
鳴
し
、
自
他
の
間
を
流
れ
、
結
ぶ
も
の
と
し
て
う
た
わ
れ
、
聴

か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
優
れ
た
歌
い
手
と
は
、
他
人
の
言
葉
を
我
が
言
葉
と
し
て
う
た
い
、
聴
く
者
に
も
そ
の
歌
を
、
ま
さ
に
我
が
歌
と
し
て
聴
か
せ
る
こ
と
が
で

き
る
者
の
こ
と
だ
ろ
う
。【
ｃ
】
そ
の
と
き
、
う
た
っ
て
い
る
の
は
そ
の
歌
い
手
な
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
と
も
歌
が
、
歌
い
手
の
口
を
借
り

て
う
た
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
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問
一
　
傍
線
部
（
１
）
〜
（
３
）
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

12

（
１
）
セ
イ
約

①
　
安
セ
イ
に
し
て
過
ご
す
　
　
　
②
　
栄
枯
セ
イ
衰
　
　
　
　
　
　
　
③
　
暴
徒
を
セ
イ
圧
す
る

④
　
セ
イ
実
な
人
柄
　
　
　
　
　
　
⑤
　
一
セ
イ
に
走
り
出
す

13

（
２
）
ツ
ラ
さ

①
　
シ
ン
辣
な
言
い
方
を
す
る
　
　
②
　
方
シ
ン
を
転
換
す
る
　
　
　
　
③
　
自
宅
で
謹
シ
ン
す
る

④
　
不
シ
ン
な
動
き
　
　
　
　
　
　
⑤
　
シ
ン
妙
な
顔
つ
き

14

（
３
）
ウ
か
ん
だ

①
　
一
部
の
フ
裕
層
　
　
　
　
　
　
②
　
大
き
な
フ
担
を
か
け
る
　
　
　
③
　
数
学
の
フ
号

④
　
新
憲
法
を
公
フ
す
る
　
　
　
　
⑤
　
景
気
フ
揚
策

た
言
語
の
大
海
に
浸
か
り
、
大
地
に
根
を
張
っ
て
そ
の
歌
を
う
た
い
、
聴
く
。

　
だ
か
ら
歌
を
聴
き
、
う
た
う
と
き
、
人
は
歌
の
経
験
を
通
じ
て
社
会
を
生
き
て
い
る
。（

エ
）歌

と
は
、
そ
の
よ
う
な
生
き
ら
れ
る
社
会
の
経
験

で
あ
る
。
歌
を
う
た
う
と
き
、
私
た
ち
は
他
者
た
ち
の
言
葉
を
我
が
言
葉
、
我
ら
が
言
葉
と
し
て
う
た
う
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
歌
の
言
葉
に

よ
っ
て
「
う
た
う
私
」
や
「
う
た
う
我
ら
」
に
な
り
、
歌
の
経
験
を
他
者
と
と
も
に
あ
る
関
係
と
し
て
生
き
る
。
そ
れ
は
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
歌
に
う
た
わ
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
よ
っ
て
「
う
た
う
私
」、「
う
た
う
我
ら
」
と
し
て
他
者
た
ち
と
と
も
に
あ
る
関
係
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
と
き
人
は
、

Ｘ

。
人
は
歌
に
よ
っ
て
感
情
や
出
来
事
を
表
現
し
、
伝
達
す
る
が
、
同
時
に
ま
た
歌
に
よ
っ
て
あ
る
感

情
や
出
来
事
を
我
が
も
の
と
し
て
う
た
わ
さ
れ
、
生
き
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
。

　
こ
の
こ
と
は
、
け
れ
ど
も
歌
だ
け
に
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
言
葉
一
般
に
、
私
た
ち
が
話
し
、
語
り
、
読
み
、
そ
し
て
考
え
る

こ
と
全
般
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
だ
。

　
私
た
ち
は
言
葉
を
話
す
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
言
葉
に
よ
っ
て
話
し
か
け
ら
れ
る
客
体
で
あ
り
、
言
葉
を
話
さ
せ
ら
れ
る
媒
体
な
の
だ
。

こ
こ
で
「
媒
体
」
と
い
う
の
は
、
歌
の
言
葉
の
よ
う
に
私
の
外
側
か
ら
来
た
言
葉
が
、
私
を
通
じ
て
う
た
わ
れ
る
よ
う
な
あ
り
方
の
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

�

（
若
林
幹
夫
『
社
会
学
入
門
一
歩
前
』
よ
り
）

※
問
題
作
成
上
の
都
合
で
、
原
文
の
一
部
に
手
を
加
え
て
あ
り
ま
す
。
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問
一
　
傍
線
部
（
１
）
〜
（
３
）
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

12

（
１
）
セ
イ
約

①
　
安
セ
イ
に
し
て
過
ご
す
　
　
　
②
　
栄
枯
セ
イ
衰
　
　
　
　
　
　
　
③
　
暴
徒
を
セ
イ
圧
す
る

④
　
セ
イ
実
な
人
柄
　
　
　
　
　
　
⑤
　
一
セ
イ
に
走
り
出
す

13

（
２
）
ツ
ラ
さ

①
　
シ
ン
辣
な
言
い
方
を
す
る
　
　
②
　
方
シ
ン
を
転
換
す
る
　
　
　
　
③
　
自
宅
で
謹
シ
ン
す
る

④
　
不
シ
ン
な
動
き
　
　
　
　
　
　
⑤
　
シ
ン
妙
な
顔
つ
き

14

（
３
）
ウ
か
ん
だ

①
　
一
部
の
フ
裕
層
　
　
　
　
　
　
②
　
大
き
な
フ
担
を
か
け
る
　
　
　
③
　
数
学
の
フ
号

④
　
新
憲
法
を
公
フ
す
る
　
　
　
　
⑤
　
景
気
フ
揚
策

た
言
語
の
大
海
に
浸
か
り
、
大
地
に
根
を
張
っ
て
そ
の
歌
を
う
た
い
、
聴
く
。

　
だ
か
ら
歌
を
聴
き
、
う
た
う
と
き
、
人
は
歌
の
経
験
を
通
じ
て
社
会
を
生
き
て
い
る
。（

エ
）歌

と
は
、
そ
の
よ
う
な
生
き
ら
れ
る
社
会
の
経
験

で
あ
る
。
歌
を
う
た
う
と
き
、
私
た
ち
は
他
者
た
ち
の
言
葉
を
我
が
言
葉
、
我
ら
が
言
葉
と
し
て
う
た
う
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
歌
の
言
葉
に

よ
っ
て
「
う
た
う
私
」
や
「
う
た
う
我
ら
」
に
な
り
、
歌
の
経
験
を
他
者
と
と
も
に
あ
る
関
係
と
し
て
生
き
る
。
そ
れ
は
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
歌
に
う
た
わ
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
よ
っ
て
「
う
た
う
私
」、「
う
た
う
我
ら
」
と
し
て
他
者
た
ち
と
と
も
に
あ
る
関
係
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
と
き
人
は
、

Ｘ

。
人
は
歌
に
よ
っ
て
感
情
や
出
来
事
を
表
現
し
、
伝
達
す
る
が
、
同
時
に
ま
た
歌
に
よ
っ
て
あ
る
感

情
や
出
来
事
を
我
が
も
の
と
し
て
う
た
わ
さ
れ
、
生
き
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
。

　
こ
の
こ
と
は
、
け
れ
ど
も
歌
だ
け
に
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
言
葉
一
般
に
、
私
た
ち
が
話
し
、
語
り
、
読
み
、
そ
し
て
考
え
る

こ
と
全
般
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
だ
。

　
私
た
ち
は
言
葉
を
話
す
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
言
葉
に
よ
っ
て
話
し
か
け
ら
れ
る
客
体
で
あ
り
、
言
葉
を
話
さ
せ
ら
れ
る
媒
体
な
の
だ
。

こ
こ
で
「
媒
体
」
と
い
う
の
は
、
歌
の
言
葉
の
よ
う
に
私
の
外
側
か
ら
来
た
言
葉
が
、
私
を
通
じ
て
う
た
わ
れ
る
よ
う
な
あ
り
方
の
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

�

（
若
林
幹
夫
『
社
会
学
入
門
一
歩
前
』
よ
り
）

※
問
題
作
成
上
の
都
合
で
、
原
文
の
一
部
に
手
を
加
え
て
あ
り
ま
す
。
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④
　
言
葉
を
道
具
と
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
社
会
的
な
存
在
に
な
る
が
、
逆
に
、
言
葉
は
私
た
ち
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
限
り
、
社
会
的
に
意
味
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
。

⑤
　
私
た
ち
が
生
ま
れ
る
よ
り
も
前
に
、
ま
ず
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
を
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

私
た
ち
は
自
分
の
考
え
を
的
確
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

問
四 

　
次
の
文
が
入
る
べ
き
と
こ
ろ
は
、
本
文
中
の
【
ａ
】
〜
【
ｅ
】
の
う
ち
の
ど
れ
か
。
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
後
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ

選
べ
。

　
　
だ
が
、
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
歌
と
い
う
表
現
の
普
遍
性
に
つ
い
て
で
は
な
い
。

17①
　【
ａ
】　
　
②
　【
ｂ
】　
　
③
　【
ｃ
】　
　
④
　【
ｄ
】　
　
⑤
　【
ｅ
】

問
二 

　
傍
線
部
（
ア
）「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

15①
　
自
分
自
身

②
　
言
語
学

③
　
規
範

④
　
対
象
性

⑤
　
言
語

問
三 

　
傍
線
部
（
イ
）「
言
葉
が
私
た
ち
を
『
語
り
手
』
と
い
う
道
具
と
し
て
〝
話
さ
せ
て
い
る
〞
の
だ
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

16①
　
個
人
の
主
観
を
表
現
す
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
は
勝
手
に
言
葉
を
用
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
も

と
に
あ
る
道
具
と
し
て
言
葉
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

②
　
私
た
ち
が
ま
ず
存
在
し
、
言
葉
を
道
具
と
し
て
用
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
言
葉
が
ま
ず
存
在
し
、
私
た
ち
を
媒
体
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
語
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

③
　
私
た
ち
は
言
葉
を
道
具
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
言
葉
が
社
会
性
と
規
範
性
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

国
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④
　
言
葉
を
道
具
と
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
社
会
的
な
存
在
に
な
る
が
、
逆
に
、
言
葉
は
私
た
ち
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
限
り
、
社
会
的
に
意
味
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
。

⑤
　
私
た
ち
が
生
ま
れ
る
よ
り
も
前
に
、
ま
ず
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
を
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

私
た
ち
は
自
分
の
考
え
を
的
確
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

問
四 

　
次
の
文
が
入
る
べ
き
と
こ
ろ
は
、
本
文
中
の
【
ａ
】
〜
【
ｅ
】
の
う
ち
の
ど
れ
か
。
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
後
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ

選
べ
。

　
　
だ
が
、
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
歌
と
い
う
表
現
の
普
遍
性
に
つ
い
て
で
は
な
い
。

17①
　【
ａ
】　
　
②
　【
ｂ
】　
　
③
　【
ｃ
】　
　
④
　【
ｄ
】　
　
⑤
　【
ｅ
】

問
二 

　
傍
線
部
（
ア
）「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

15①
　
自
分
自
身

②
　
言
語
学

③
　
規
範

④
　
対
象
性

⑤
　
言
語

問
三 

　
傍
線
部
（
イ
）「
言
葉
が
私
た
ち
を
『
語
り
手
』
と
い
う
道
具
と
し
て
〝
話
さ
せ
て
い
る
〞
の
だ
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

16①
　
個
人
の
主
観
を
表
現
す
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
は
勝
手
に
言
葉
を
用
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
も

と
に
あ
る
道
具
と
し
て
言
葉
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

②
　
私
た
ち
が
ま
ず
存
在
し
、
言
葉
を
道
具
と
し
て
用
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
言
葉
が
ま
ず
存
在
し
、
私
た
ち
を
媒
体
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
語
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

③
　
私
た
ち
は
言
葉
を
道
具
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
言
葉
が
社
会
性
と
規
範
性
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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④
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
歌
に
あ
る
言
葉
を
通
し
て
今
を
生
き
る
他
の
人
び
と
と
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
そ
の
歌
を
う

た
い
継
い
で
き
た
過
去
の
人
び
と
と
も
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

⑤
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
そ
の
場
で
と
も
に
う
た
う
人
々
と
言
葉
を
通
し
て
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
場
所
で
同

じ
歌
を
う
た
っ
て
い
る
人
び
と
と
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

問
七 

　
傍
線
部
（
エ
）「
歌
と
は
、
そ
の
よ
う
な
生
き
ら
れ
る
社
会
の
経
験
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
い
え
る
の
か
。
そ
の
理
由

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

20①
　
歌
に
あ
る
言
葉
は
「
他
者
の
言
葉
」
で
は
な
く
、
社
会
に
お
い
て
共
時
的
、
通
時
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
「
私
た
ち
の

言
葉
」
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。

②
　
歌
の
言
葉
は
、
直
接
的
に
は
個
人
的
な
感
情
や
出
来
事
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
種
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
社
会

的
な
意
味
を
帯
び
て
も
い
る
か
ら
。

③
　
歌
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
は
、
先
人
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
言
葉
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
に
お
け
る
他
者
と

の
関
係
を
築
く
も
の
で
あ
る
か
ら
。

④
　
歌
と
い
う
の
は
「
う
た
う
私
」
や
「
う
た
う
我
ら
」
と
い
っ
た
特
定
の
誰
か
に
帰
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
に
お
い
て

共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。

⑤
　
歌
と
は
常
に
他
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
は
、
最
初
か
ら
社
会

性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
か
ら
。

問
五 

　空
欄

Ａ

〜

Ｅ

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

18①
　
Ａ
　
自
分
　
　
　
Ｂ
　
私
　
　
　
　
Ｃ
　
私
　
　
　
　
Ｄ
　
他
人
　
　
　
Ｅ
　
私

②
　
Ａ
　
自
分
　
　
　
Ｂ
　
私
　
　
　
　
Ｃ
　
他
人
　
　
　
Ｄ
　
他
人
　
　
　
Ｅ
　
私

③
　
Ａ
　
私
　
　
　
　
Ｂ
　
私
　
　
　
　
Ｃ
　
自
分
　
　
　
Ｄ
　
自
分
　
　
　
Ｅ
　
他
人

④
　
Ａ
　
他
人
　
　
　
Ｂ
　
自
分
　
　
　
Ｃ
　
他
人
　
　
　
Ｄ
　
自
分
　
　
　
Ｅ
　
自
分

⑤
　
Ａ
　
他
人
　
　
　
Ｂ
　
自
分
　
　
　
Ｃ
　
私
　
　
　
　
Ｄ
　
自
分
　
　
　
Ｅ
　
自
分

問
六 

　
傍
線
部
（
ウ
）「
共
時
的
な
、
そ
し
て
通
時
的
な
広
が
り
の
中
で
他
の
人
び
と
と
と
も
に
あ
る
関
係
を
生
き
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

19①
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
法
的
な
権
利
を
有
す
る
作
詞
者
や
作
曲
者
、
歌
い
手
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
歌
を
う
た
い
継
い

で
き
た
多
く
の
人
び
と
と
も
何
ら
か
の
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

②
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
そ
こ
に
あ
る
言
葉
が
自
分
の
心
と
共
鳴
す
る
の
を
感
じ
、
そ
の
こ
と
で
、
そ
の
歌
の
作
り
手

や
歌
い
手
と
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

③
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
自
分
で
作
っ
た
の
で
は
な
く
他
人
が
作
っ
た
歌
を
う
た
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
表
現
さ

れ
て
い
る
情
感
を
多
く
の
人
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

国
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④
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
歌
に
あ
る
言
葉
を
通
し
て
今
を
生
き
る
他
の
人
び
と
と
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
そ
の
歌
を
う

た
い
継
い
で
き
た
過
去
の
人
び
と
と
も
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

⑤
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
そ
の
場
で
と
も
に
う
た
う
人
々
と
言
葉
を
通
し
て
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
場
所
で
同

じ
歌
を
う
た
っ
て
い
る
人
び
と
と
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

問
七 

　
傍
線
部
（
エ
）「
歌
と
は
、
そ
の
よ
う
な
生
き
ら
れ
る
社
会
の
経
験
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
い
え
る
の
か
。
そ
の
理
由

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

20①
　
歌
に
あ
る
言
葉
は
「
他
者
の
言
葉
」
で
は
な
く
、
社
会
に
お
い
て
共
時
的
、
通
時
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
「
私
た
ち
の

言
葉
」
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。

②
　
歌
の
言
葉
は
、
直
接
的
に
は
個
人
的
な
感
情
や
出
来
事
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
種
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
社
会

的
な
意
味
を
帯
び
て
も
い
る
か
ら
。

③
　
歌
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
は
、
先
人
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
言
葉
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
に
お
け
る
他
者
と

の
関
係
を
築
く
も
の
で
あ
る
か
ら
。

④
　
歌
と
い
う
の
は
「
う
た
う
私
」
や
「
う
た
う
我
ら
」
と
い
っ
た
特
定
の
誰
か
に
帰
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
に
お
い
て

共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。

⑤
　
歌
と
は
常
に
他
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
は
、
最
初
か
ら
社
会

性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
か
ら
。

問
五 

　空
欄

Ａ

〜

Ｅ

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

18①
　
Ａ
　
自
分
　
　
　
Ｂ
　
私
　
　
　
　
Ｃ
　
私
　
　
　
　
Ｄ
　
他
人
　
　
　
Ｅ
　
私

②
　
Ａ
　
自
分
　
　
　
Ｂ
　
私
　
　
　
　
Ｃ
　
他
人
　
　
　
Ｄ
　
他
人
　
　
　
Ｅ
　
私

③
　
Ａ
　
私
　
　
　
　
Ｂ
　
私
　
　
　
　
Ｃ
　
自
分
　
　
　
Ｄ
　
自
分
　
　
　
Ｅ
　
他
人

④
　
Ａ
　
他
人
　
　
　
Ｂ
　
自
分
　
　
　
Ｃ
　
他
人
　
　
　
Ｄ
　
自
分
　
　
　
Ｅ
　
自
分

⑤
　
Ａ
　
他
人
　
　
　
Ｂ
　
自
分
　
　
　
Ｃ
　
私
　
　
　
　
Ｄ
　
自
分
　
　
　
Ｅ
　
自
分

問
六 

　
傍
線
部
（
ウ
）「
共
時
的
な
、
そ
し
て
通
時
的
な
広
が
り
の
中
で
他
の
人
び
と
と
と
も
に
あ
る
関
係
を
生
き
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

19①
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
法
的
な
権
利
を
有
す
る
作
詞
者
や
作
曲
者
、
歌
い
手
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
歌
を
う
た
い
継
い

で
き
た
多
く
の
人
び
と
と
も
何
ら
か
の
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

②
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
そ
こ
に
あ
る
言
葉
が
自
分
の
心
と
共
鳴
す
る
の
を
感
じ
、
そ
の
こ
と
で
、
そ
の
歌
の
作
り
手

や
歌
い
手
と
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

③
　
あ
る
歌
を
う
た
う
と
き
人
は
、
自
分
で
作
っ
た
の
で
は
な
く
他
人
が
作
っ
た
歌
を
う
た
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
表
現
さ

れ
て
い
る
情
感
を
多
く
の
人
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
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問
九
　
本
文
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

22①
　
優
れ
た
歌
い
手
と
は
、
他
人
の
言
葉
に
頼
る
こ
と
な
く
自
分
自
身
の
言
葉
で
う
た
い
、
聴
く
者
に
そ
の
歌
が
自
分
の
感
情
を

う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
者
で
あ
る
。

②
　「
歌
」
と
い
う
現
象
は
す
べ
て
の
社
会
に
存
在
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
歌
に
用
い
る
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
に
異
な

り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
歌
は
大
地
に
生
え
る
草
木
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

③
　
言
葉
と
は
も
と
も
と
、
個
人
の
感
情
を
表
現
す
る
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
長
い
時
間
を

か
け
て
社
会
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
共
同
主
観
的
な
も
の
に
な
る
。

④
　
私
た
ち
は
言
葉
を
話
す
主
体
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
言
葉
が
私
た
ち
を
媒
体
と
し
て
用
い
、
私
た
ち

の
口
を
通
じ
て
言
語
表
現
を
実
現
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

⑤
　
私
た
ち
は
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
情
を
表
現
し
、
出
来
事
を
記
録
す
る
が
、
む
し
ろ
、
言
葉
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
感
情
や
出
来
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
。

問
八 

　
空
欄

Ｘ

に
入
る
表
現
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

21①
　
歌
を
単
な
る
客
体
か
ら
主
体
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る

②
　
歌
に
対
し
て
能
動
的
で
あ
る
と
同
時
に
受
動
的
で
あ
る

③
　
誰
も
が
歌
に
対
し
て
主
体
的
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る

④
　
能
動
的
で
も
受
動
的
で
も
な
く
歌
と
一
体
化
す
る

⑤
　
歌
を
客
体
と
し
て
能
動
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
る

国

　
　語

(22)
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問
九
　
本
文
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

22①
　
優
れ
た
歌
い
手
と
は
、
他
人
の
言
葉
に
頼
る
こ
と
な
く
自
分
自
身
の
言
葉
で
う
た
い
、
聴
く
者
に
そ
の
歌
が
自
分
の
感
情
を

う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
者
で
あ
る
。

②
　「
歌
」
と
い
う
現
象
は
す
べ
て
の
社
会
に
存
在
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
歌
に
用
い
る
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
に
異
な

り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
歌
は
大
地
に
生
え
る
草
木
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

③
　
言
葉
と
は
も
と
も
と
、
個
人
の
感
情
を
表
現
す
る
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
長
い
時
間
を

か
け
て
社
会
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
共
同
主
観
的
な
も
の
に
な
る
。

④
　
私
た
ち
は
言
葉
を
話
す
主
体
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
言
葉
が
私
た
ち
を
媒
体
と
し
て
用
い
、
私
た
ち

の
口
を
通
じ
て
言
語
表
現
を
実
現
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

⑤
　
私
た
ち
は
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
情
を
表
現
し
、
出
来
事
を
記
録
す
る
が
、
む
し
ろ
、
言
葉
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
感
情
や
出
来
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
。

問
八 

　
空
欄

Ｘ

に
入
る
表
現
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

21①
　
歌
を
単
な
る
客
体
か
ら
主
体
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る

②
　
歌
に
対
し
て
能
動
的
で
あ
る
と
同
時
に
受
動
的
で
あ
る

③
　
誰
も
が
歌
に
対
し
て
主
体
的
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る

④
　
能
動
的
で
も
受
動
的
で
も
な
く
歌
と
一
体
化
す
る

⑤
　
歌
を
客
体
と
し
て
能
動
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
る

国

　
　語

(23)
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問
二
　
次
の
１
〜
５
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

28

　
１
　
真
綿
で
首
を
締
め
る

29

　
２
　
案
ず
る
よ
り
産
む
が
や
す
し

30

　
３
　
去
る
者
は
日
々
に
疎
し

31

　
４
　
枯
れ
木
も
山
の
に
ぎ
わ
い

32

　
５
　
三
年
飛
ば
ず
鳴
か
ず

①
　
将
来
の
活
躍
の
た
め
に
機
会
を
う
か
が
っ
て
じ
っ
と
待
つ

②
　
た
い
し
て
価
値
の
な
い
も
の
で
も
な
い
よ
り
は
ま
し
で
あ
る

③
　
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
心
配
し
て
い
た
よ
り
も
た
や
す
く
い
く

④
　
じ
わ
じ
わ
と
遠
回
し
に
責
め
た
り
苦
し
め
た
り
す
る

⑤
　
親
し
か
っ
た
人
も
離
れ
て
し
ま
う
と
次
第
に
関
係
が
薄
れ
る

Ⅲ
　
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
各
問
に
お
い
て
選
択
肢
を
重
複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
。）

問
一
　
次
の
１
〜
５
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
漢
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

23

　
１
　
品
行

正

24

　
２
　

山
不
落

25

　
３
　
泰
山

斗

26

　
４
　

方
浄
土

27

　
５
　
馬
耳

風

①
　
東
　
　
　
②
　
西
　
　
　
③
　
南
　
　
　
④
　
北
　
　
　
⑤
　
方

国

　
　語

(24)
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問
二
　
次
の
１
〜
５
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

28

　
１
　
真
綿
で
首
を
締
め
る

29

　
２
　
案
ず
る
よ
り
産
む
が
や
す
し

30

　
３
　
去
る
者
は
日
々
に
疎
し

31

　
４
　
枯
れ
木
も
山
の
に
ぎ
わ
い

32

　
５
　
三
年
飛
ば
ず
鳴
か
ず

①
　
将
来
の
活
躍
の
た
め
に
機
会
を
う
か
が
っ
て
じ
っ
と
待
つ

②
　
た
い
し
て
価
値
の
な
い
も
の
で
も
な
い
よ
り
は
ま
し
で
あ
る

③
　
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
心
配
し
て
い
た
よ
り
も
た
や
す
く
い
く

④
　
じ
わ
じ
わ
と
遠
回
し
に
責
め
た
り
苦
し
め
た
り
す
る

⑤
　
親
し
か
っ
た
人
も
離
れ
て
し
ま
う
と
次
第
に
関
係
が
薄
れ
る

Ⅲ
　
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
各
問
に
お
い
て
選
択
肢
を
重
複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
。）

問
一
　
次
の
１
〜
５
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
漢
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

23

　
１
　
品
行

正

24

　
２
　

山
不
落

25

　
３
　
泰
山

斗

26

　
４
　

方
浄
土

27

　
５
　
馬
耳

風

①
　
東
　
　
　
②
　
西
　
　
　
③
　
南
　
　
　
④
　
北
　
　
　
⑤
　
方

国

　
　語

(25)
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問
三
　
次
の
１
〜
５
の
詩
人
の
作
品
を
、
後
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

33

　
１
　
北
原
白
秋

34

　
２
　
石
川
啄
木

35

　
３
　
中
原
中
也

36

　
４
　
草
野
心
平

37

　
５
　
室
生
犀
星

①
『
山
羊
の
歌
』　
　
　
②
『
邪
宗
門
』　
　
　
　
③
『
あ
こ
が
れ
』

④
『
第
百
階
級
』　
　
　
⑤
『
抒
情
小
曲
集
』

国

　
　語
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